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『
作
法
集
』
成
立
の
経
緯

小

宮

俊

海

一　

は
じ
め
に

　

智
山
伝
法
院
で
は
、
平
成
二
七
年
度
（
二
〇
一
五
）
よ
り
先
に
発
行
さ
れ
た
智
山
伝
法
院
編
［
二
〇
一
〇
］、［
二
〇
一
二
］、［
二

〇
一
五
］
に
引
き
続
く
か
た
ち
で
智
山
伝
法
院
選
書
一
八
と
し
て
『
作
法
集
の
解
説
』（
仮
題
）
の
発
行
を
目
標
に
『
作
法
集
』
研

究
会
を
立
ち
上
げ
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
真
言
宗
智
山
派
（
以
下
、
本
宗
）
よ
り
発
行
さ
れ
て
い
る
『
作
法
集
』
は
平

成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
一
〇
月
一
日
改
訂
六
版
（
以
下
、
現
行
『
作
法
集
』）
で
あ
り
、
上
下
二
巻
の
折
本
装
訂
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
前
掲
の
三
書
に
登
場
し
な
い
真
言
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
行
『
作
法
集
』
は
引
導
作
法
や
開
眼
大
事
、
施
餓

鬼
法
等
の
本
宗
教
師
が
日
常
的
に
葬
儀
や
法
務
、
檀
務
に
多
用
す
る
諸
作
法
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
解

説
書
を
発
行
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

現
行
『
作
法
集
』
の
解
説
と
し
て
は
、
す
で
に
布
施
浄
慧
師
著
［
一
九
七
五
］、［
一
九
七
七
］、［
一
九
八
一
］、［
一
九
九
二
］
の
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一
連
の
研
究
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
を
基
礎
的
な
先
行
研
究
と
し
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
研
究
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
真
言
事
相
に
お
け
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
師
資
相
承
に
よ
る
面
授
・
口
伝
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
伝

統
を
逸
脱
す
る
こ
と
は
越
三
昧
耶
の
咎
を
免
れ
な
い
。
そ
こ
で
智
山
伝
法
院
で
は
、
智
山
講
伝
所
上
座
阿
闍
梨
で
あ
る
布
施
浄
慧
師

に
現
行
『
作
法
集
』
に
つ
い
て
親
し
く
御
指
南
を
頂
き
、
研
究
活
動
を
遂
行
す
る
か
た
ち
と
な
っ
た
。
ま
た
本
稿
に
お
い
て
は
、
聖

教
を
資
料
と
し
て
用
い
る
性
質
上
、
伝
授
・
相
承
と
い
う
観
点
か
ら
阿
闍
梨
の
許
可
無
く
参
照
す
る
こ
と
は
憚
ら
れ
る
た
め
、
で
き

る
か
ぎ
り
す
で
に
一
般
に
広
く
発
行
さ
れ
、
国
立
国
会
図
書
館
や
大
学
附
属
図
書
館
等
で
参
照
可
能
な
翻
刻
や
訓
読
と
い
っ
た
二
次

資
料
を
含
め
て
資
料
と
し
て
用
い
て
い
る
。

　

真
言
事
相
に
お
け
る
修
法
や
諸
作
法
の
研
究
に
際
し
て
は
、
ま
ず
そ
の
修
法
・
次
第
の
基
底
を
な
す
経
典
や
儀
軌
で
あ
る
本
軌
に

そ
の
根
拠
を
求
め
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
を
用
い
、
漢
訳
文
献
と
対
照
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
原
初
形
態
を
確

定
し
、
真
言
事
相
諸
流
に
相
承
さ
れ
る
聖
教
群
か
ら
そ
の
後
の
展
開
や
変
容
を
解
明
し
て
い
く
と
い
う
も
の
が
正
統
な
方
法
論
と
い

え
よ
う
。

　

し
か
し
、
本
稿
で
は
現
行
『
作
法
集
』
成
立
の
経
緯
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
あ
え
て
先
に
あ
げ
た

手
続
き
を
取
ら
ず
、
現
行
『
作
法
集
』
に
基
づ
い
て
、
歴
史
的
に
新
し
い
現
代
の
資
料
か
ら
順
に
遡
る
か
た
ち
に
よ
っ
て
成
立
の
経

緯
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
現
行
『
作
法
集
』
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
既
に
田
中
悠
文
師
著
［
一
九
九
九
］
に
お
い
て
整
理
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
さ
ら
に
新
た
に
作
業
を
施
し
、
現
行
『
作
法
集
』
に
内
包
さ
れ
る
問
題
点
を
提
起
し
、
現
状
の
把
握
に

努
め
る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
今
後
の
内
容
研
究
に
入
る
前
提
を
築
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
本
稿
は
、
布
施
浄
慧
師
の
一
連
の
先
行
研
究
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
大
で
あ
り
、
研
究
論
文
の
体
を
な
す
も
の
と
は
い
え
な

い
が
、
現
行
『
作
法
集
』
の
内
容
研
究
に
先
駆
け
て
今
後
の
便
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
複
雑
な
成
立
経
緯
を
今
一
度
整
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理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
上
で
作
業
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

二　

三
宝
院
流
憲
深
方
に
お
い
て
基
礎
と
な
る
『
作
法
集
』

　

現
行
『
作
法
集
』
に
つ
い
て
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
本
宗
が
相
承
す
る
事
相
法
流
で
あ
る
三
宝
院
流
憲
深
方
（
以
下
、
幸
心

流
）
に
お
け
る
『
作
法
集
』
に
対
す
る
基
本
的
立
場
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
幸
心
流
に
つ
い
て
網
羅
的
に

研
究
さ
れ
た
髙
井
観
海
師
著
［
一
九
五
三
］
と
先
に
あ
げ
た
布
施
浄
慧
師
著
［
一
九
七
五
］
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

髙
井
観
海
師
著
［
一
九
五
三
］、
布
施
浄
慧
師
著
［
一
九
七
五
］
を
も
と
に
要
約
す
れ
ば
、
幸
心
流
に
お
い
て
も
っ
と
も
基
本
と

な
る
『
作
法
集
』
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
に
、『
作
法
集
』
五
十
四
帖
（
以
下
、
五
四
帖
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
幸
心
流
の
流
祖

で
あ
る
醍
醐
寺
報
恩
院
憲
深
（
一
一
九
二
～
一
二
六
三
）（
以
下
、
憲
深
）
の
師
僧
に
あ
た
る
遍
智
院
成
賢
（
一
一
六
二
～
一
二
三
一
）

（
以
下
、
成
賢
）
が
三
〇
種
類
の
作
法
を
三
〇
帖
に
ま
と
め
、
そ
の
後
そ
れ
を
憲
深
が
増
補
し
て
五
四
帖
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
五
四
帖
に
先
行
し
て
成
立
し
た
『
作
法
集
』
も
幸
心
流
で
は
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
仁
和
寺
第
六
世
喜
多
院
御

室
守
覚
法
親
王
（
一
一
五
〇
～
一
二
〇
二
）（
以
下
、
守
覚
）
編
『
秘
鈔
』
所
収
「
作
法
集
」
三
巻
（
以
下
、『
秘
鈔
』「
作
法
集
」）

で
あ
る
。『
秘
鈔
』
と
は
、
守
覚
が
小
野
、
広
沢
の
両
流
統
一
の
理
想
を
も
っ
て
醍
醐
寺
第
一
八
世
覚
洞
院
勝
賢
（
一
一
三
八
～
一

一
九
六
）（
以
下
、
勝
賢
）
に
問
尋
し
、
伝
授
さ
れ
た
も
の
を
一
八
巻
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ

に
「
諸
尊
護
摩
」
等
と
と
も
に
「
作
法
集
」
三
巻
も
加
え
ら
れ
『
秘
鈔
』
三
九
巻
と
称
し
て
い
る
。
こ
の
『
秘
鈔
』
を
幸
心
流
で
は

一
流
伝
授
に
お
け
る
普
通
伝
授
の
際
に
伝
授
す
る
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る（
１
）。

　

こ
れ
ら
五
四
帖
と
『
秘
鈔
』「
作
法
集
」
の
関
係
に
つ
い
て
髙
井
観
海
師
著
［
一
九
五
三
］
は
、
こ
の
『
秘
鈔
』「
作
法
集
」
も
勝
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賢
の
伝
で
あ
る
の
で
、
小
野
醍
醐
流
の
伝
と
捉
え
、
成
賢
は
こ
の
『
秘
鈔
』「
作
法
集
」
を
も
と
に
『
作
法
集
』
を
編
纂
し
、
そ
れ

を
憲
深
が
増
補
し
た
結
果
、
現
在
の
五
四
帖
が
成
立
し
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
布
施
浄
慧
師
著
［
一
九
七
五
］
も
そ
の
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る
。

　

以
上
、
幸
心
流
に
伝
わ
る
『
作
法
集
』
に
お
い
て
基
礎
を
な
す
も
の
に
『
秘
鈔
』「
作
法
集
」
と
五
四
帖
の
二
種
類
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
布
施
浄
慧
師
著
［
一
九
七
五
］
に
お
い
て
こ
れ
ら
二
種
類
の
『
作
法
集
』
と
現
行
『
作
法
集
』
に
収
録
さ

れ
る
各
作
法
と
の
比
較
対
照
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
比
較
に
関
し
て
結
論
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
現
行
『
作
法
集
』
収
録
の
全
三
五
種
類（
２
）の
う
ち
、『
秘
鈔
』「
作
法
集
」
か
ら

は
、
施
餓
鬼
法
、
洗
手
作
法
、
隠
所
作
法
、
眠
臥
作
法
の
わ
ず
か
四
種
類
の
み
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
秘
鈔
』「
作
法
集
」

と
五
四
帖
の
二
種
類
の
『
作
法
集
』
に
収
録
さ
れ
、
現
行
『
作
法
集
』
に
採
用
さ
れ
て
い
る
作
法
は
先
の
四
種
類
の
う
ち
、
さ
ら
に

施
餓
鬼
法
を
除
い
た
三
種
類
の
み
で
あ
る
。

　

以
上
、
幸
心
流
に
お
い
て
は
先
の
二
種
類
の
『
作
法
集
』
を
基
本
的
立
場
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
現
行
『
作
法
集
』

と
し
て
実
際
に
収
録
さ
れ
る
諸
作
法
に
は
ほ
と
ん
ど
採
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
、
現
行
『
作
法
集
』
に
収
録

さ
れ
る
各
作
法
の
典
拠
は
ど
の
聖
教
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
き
た
い
。

三　

現
行
『
作
法
集
』
成
立
の
経
緯

　

現
行
『
作
法
集
』
が
上
下
二
巻
の
折
本
の
装
訂
で
初
め
て
発
行
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
と
あ
り
、
改
訂
再
版

と
し
て
の
発
行
で
あ
る
。
こ
の
発
行
の
経
緯
を
当
時
の
本
宗
宗
務
庁
発
行
『
宗
報
』
第
一
八
九
号
か
ら
確
認
す
る
と
以
下
の
よ
う
に

あ
る
。
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作
法
集
（
改
訂
版
）
完
成

　

作
法
集
は
か
ね
て
品
切
れ
の
た
め
皆
様
方
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
秋
よ
り
布
施
先
生
が
筆
を

加
え
ら
れ
、
こ
の
た
び
改
訂
版
と
し
て
再
版
出
来
ま
し
た
。

　

初
版
で
は
和
綴
じ
後
一
三
〇
頁
で
あ
つ
た
も
の
を
今
回
は
次
第
版
上
・
下
二
巻
（
法
要
次
第
、
勤
行
法
則
等
と
同
じ
）
と
し
、

真
言
、
観
想
等
を
加
え
て
一
層
使
い
易
く
、
初
心
は
勿
論
の
こ
と
已
達
の
方
に
も
そ
の
ま
ゝ
使
用
出
来
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
左
記
に
よ
り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

記
一
、
作
法
集
（
上
・
下
二
巻
）
次
第
版

一
、
内
容　
　

初
版
と
同
じ

一
、
頒
価　
　

一
、
〇
〇
〇
円

一
、
送
料　
　
　
　

一
〇
〇
円

一
、
申
込
先　

宗
務
所
教
学
部（
３
）

　

と
あ
り
、
当
初
は
和
綴
本
の
装
訂
で
発
行
さ
れ
て
い
た
『
作
法
集
』
が
品
切
れ
と
な
り
、
同
内
容
の
も
の
に
真
言
や
観
想
を
布
施

（
浄
戒
）
師
が
加
筆
し
た
か
た
ち
で
本
宗
発
行
の
『
法
要
次
第
』
等
の
よ
う
な
現
在
の
よ
う
な
折
本
（
次
第
）
装
訂
の
『
作
法
集
』

が
発
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
降
、
昭
和
四
一
年
版
を
改
訂
再
版
と
し
、
現
在
管
見
の
限
り
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
改
訂

四
版
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
改
訂
五
版
、
先
の
改
訂
六
版
と
版
を
重
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
改
訂
四
版
か
ら
改
訂
六
版
の
み
で
は

あ
る
が
、
内
容
を
確
認
し
た
限
り
で
は
文
字
通
り
の
重
版
で
あ
り
、
同
内
容
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
昭
和
四
一
年
版
以
降
の
改
訂
六

版
ま
で
を
本
稿
で
は
現
行
『
作
法
集
』
と
総
称
す
る
。
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そ
こ
で
、
現
行
『
作
法
集
』
の
基
と
な
っ
た
初
版
と
さ
れ
る
和
綴
本
『
作
法
集
』
を
確
認
す
る
と
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
一

〇
月
一
日
発
行
と
あ
る
。
そ
し
て
、『
宗
報
』
第
一
八
九
号
に
お
い
て
現
行
『
作
法
集
』
と
同
内
容
と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
は
現

行
『
作
法
集
』
が
合
計
三
六
種
類
の
作
法
を
掲
載
す
る
の
に
対
し
、
五
四
種
類
と
よ
り
多
く
の
作
法
を
掲
載
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
れ
ら
の
比
較
対
照
は
、
布
施
浄
慧
師
著
［
一
九
七
五
］
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

こ
の
昭
和
三
一
年
版
『
作
法
集
』（
以
下
、
昭
和
三
一
年
版
）
の
発
行
の
経
緯
に
つ
い
て
同
様
に
当
時
の
本
宗
宗
務
庁
発
行
『
宗
報
』

第
八
八
号
を
確
認
す
る
と
、

　

作
法
集

　

真
言
行
者
日
常
用
心
、
並
に
必
要
な
諸
秘
法
を
納
め
た
作
法
集
が
近
く
布
施
僧
正
編
輯
に
よ
り
出
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
遍

智
院
成
賢
の
そ
れ
と
同
名
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
こ
の
外
、
十
結
、
切
紙
、
秘
鈔
作
法
集
、
三
十
三
通
、
十
七
通
、
抜
次

第
、
等
よ
り
肝
要
な
も
の
を
集
録
し
、
詳
し
く
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
暇
あ
り
ま
せ
ん
が
「
待
望
の
も
の
出
ず
」
と
云
う
御
期

待
に
背
か
ぬ
も
の
で
あ
り
ま
す
。（
九
月
未マ
マ

日
出
来（
４
））

　

と
の
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
記
述
か
ら
昭
和
三
一
年
版
の
内
容
を
布
施
浄
戒
師
が
編
纂
す
る
の
に
用
い
た
聖
教
は

以
下
の
も
の
か
ら
で
あ
る
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

１
、
遍
智
院
成
賢
編
『
作
法
集
』
五
四
帖
（
五
四
帖
）

２
、
慈
運
房
隆
誉
編
『
諸
大
事
十
結
』
一
〇
巻
（
以
下
、『
十
結
』）

３
、
通
紹
房
動
潮
伝
『
三
宝
院
幸
心
方
伝
授
手
鑑
』
所
収
「
諸
切
紙
口
決
」
四
五
通
（
以
下
、「
切
紙
」）

４
、
守
覚
法
親
王
編
『
秘
鈔
』
所
収
「
作
法
集
」
三
巻
（『
秘
鈔
』「
作
法
集
」）

５
、
不
詳
編
『
三
十
三
通
印
信
』（
以
下
、『
三
三
通
』）
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６
、
不
詳
編
『
十
七
通
印
信
』（
以
下
、『
一
七
通
』）

７
、
慈
運
房
隆
誉
編
『
抜
次
第
』
一
巻
（
以
下
、『
抜
次
第
』）

　

以
上
、
七
種
類
の
聖
教
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
他
に
も
具
体
的
に
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
聖
教
を
用
い
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
七
種
類
の
聖
教
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

　

ま
ず
、
五
四
帖
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
幸
心
流
に
お
い
て
も
っ
と
も
基
礎
と
な
る
『
作
法
集
』
と
な
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ

る
。
現
在
、
本
文
を
参
照
す
る
に
は
、
塚
本
賢
曉
師
編
［
一
九
二
三
］
に
よ
り
訓
読
で
あ
る
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
掲
の

【
表
１
】、【
表
２
】
に
お
い
て
は
塚
本
賢
曉
師
編
［
一
九
二
三
］
の
頁
数
を
示
す
。

　

次
に
、『
十
結
』
は
、
近
世
智
山
に
お
け
る
事
相
の
達
匠
と
し
て
名
高
い
六
波
羅
蜜
寺
慈
運
房
隆
誉
（
一
六
五
三
～
一
七
一
一
）（
以

下
、
隆
誉
）
が
、
種
々
の
作
法
や
諸
大
事
を
一
〇
巻
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
の
参
照
に
は
、
奥
付
を
欠
く
の
で
遺
憾
で
あ

る
が
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
京
都
藤
井
佐
兵
衛
（
以
下
、
藤
井
版
）
が
和
綴
本
一
〇
冊
で
発
行
し
た
も
の
と
、

宮
野
宥
智
師
編
［
一
九
二
七
］
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
種
類
の
『
十
結
』
に
は
若
干
で
は
あ
る
が
作

法
に
出
入
が
あ
る
。
ま
た
、
藤
井
版
に
は
引
導
大
事
と
い
っ
た
葬
送
儀
礼
に
関
す
る
作
法
が
第
八
結
に
収
録
さ
れ
、
火
伏
札
や
護
符

と
い
っ
た
御
守
札
の
書
様
が
第
九
結
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
宮
野
宥
智
師
編
［
一
九
二
七
］
で
は
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
主
に
藤
井
版
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
て
宮
野
宥
智
師
編
［
一
九
二
七
］
も
用
い
る
。

　

次
に
「
切
紙
」
は
、
根
来
寺
智
積
院
日
秀
（
一
四
九
五
～
一
五
七
七
）
か
ら
洛
中
智
積
院
中
興
第
一
世
玄
宥
（
一
五
二
九
～
一
六

〇
五
）
へ
と
相
承
さ
れ
る
幸
心
流
智
山
相
承
を
基
底
と
し
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
智
積
院
第
二
二
世
通
紹
房
動
潮
（
一
七
〇
九
～
一
七

九
五
）（
以
下
、
動
潮
）
が
醍
醐
寺
に
お
い
て
洞
泉
律
師
性
善
（
一
六
七
六
～
一
七
六
三
）
よ
り
幸
心
流
の
一
流
伝
授
を
受
け
た
内

容
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
口
訣
が
『
三
宝
院
流
幸
心
方
伝
授
手
鑑
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
影
印
版
を
『
智
山
全
書
』
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第
九
巻
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
内
容
に
つ
い
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
四
帖
と
同
様
に
後
掲
の
【
表

１
】、【
表
２
】
に
お
い
て
は
『
智
山
全
書
』
第
九
巻
の
頁
数
を
示
す
。

　
『
秘
鈔
』「
作
法
集
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
を
確
認
す
る
に
あ
た
り
、『
秘
鈔
』
の
巻
数
に
は

諸
流
に
よ
っ
て
異
同
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、『
大
正
蔵
』
所
収
の
『
秘
鈔
』
は
も
と
の
『
正
秘
鈔
』
一
八
巻
と

い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
作
法
集
」
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
本
宗
の
伝
と
し
て
の
『
秘
鈔
』「
作
法
集
」
に
つ
い
て
は
、
智
山
講

伝
所
編
［
二
〇
〇
一
］
に
よ
り
確
認
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。『
秘
鈔
』「
作
法
集
」
と
現
行
『
作
法
集
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
す

で
に
触
れ
た
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
以
降
扱
わ
な
い
。

　
『
三
三
通
』
は
、
編
者
不
詳
と
さ
れ
る
が
幸
心
流
に
伝
わ
る
諸
切
紙
を
三
三
通
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
一
七
通
』
も

同
様
に
幸
心
流
に
伝
わ
る
諸
切
紙
を
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
が
編
者
不
詳
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
『
五
十
通
印
信
』（
以
下
、

『
五
〇
通
』）
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。『
五
〇
通
』
の
本
文
参
照
に
つ
い
て
は
、『
五
十
通
口
訣
』
と
し
て
稲
谷
祐
宣
師
編
［
一
九
八
八
］

に
て
融
道
恵
亮
書
写
な
る
嘉
永
本
、
文
久
本
の
訓
読
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
「
十
七
通
切
紙
の
口
伝
」
と
し
て
以
下

の
記
述
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

十
七
通
と
三
十
三
通
と
合
わ
せ
て
五
十
通
と
い
う
な
り
。
こ
の
切
紙
は
法
流
伝
授
以
降
に
伝
授
す
る
作
法
な
り
。
し
か
れ
ど

も
、
後
人
が
別
に
抜
き
出
し
て
、
望
み
に
依
っ
て
相
承
す
る
と
な
り（
５
）。

　

最
後
に
『
抜
次
第
』
で
あ
る
が
、
先
の
隆
誉
が
諸
聖
教
の
う
ち
か
ら
諸
尊
法
な
ら
び
に
諸
作
法
か
ら
三
〇
種
類
を
抜
き
出
し
て
一

帙
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
も
と
に
伝
授
を
行
い
、
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
そ
の
口
訣
書
と
し
て
『
要
法
授
訣
鈔
』
三

巻
を
著
し
て
い
る
。『
抜
次
第
』
収
録
の
諸
作
法
、
三
〇
種
類
に
つ
い
て
は
髙
井
観
海
師
著
［
一
九
五
三
］
に
あ
げ
ら
れ
て
お
り（
６
）、『

要

法
授
訣
鈔
』
の
本
文
参
照
に
つ
い
て
は
、
稲
谷
祐
宣
師
編
［
一
九
八
八
］
に
訓
読
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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以
上
、
七
種
類
の
聖
教
の
本
文
参
照
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
三
一
年
版
収
録
の
各
作
法
の
典
拠
を
割
り
出
す
こ
と
が
可
能
と

な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
作
業
に
よ
り
、
ど
の
聖
教
を
典
拠
と
し
て
い
る
の
か
を
具
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
以
上
の
七
種
類
以

外
の
聖
教
を
典
拠
と
す
る
作
法
も
浮
か
び
上
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

昭
和
三
一
年
版
『
作
法
集
』
収
録
各
作
法
の
典
拠

　

現
行
『
作
法
集
』
に
収
録
さ
れ
る
各
作
法
の
成
立
や
、
そ
の
中
に
収
録
さ
れ
る
印
相
や
真
言
な
ら
び
に
観
想
な
ど
に
つ
い
て
異
同

等
の
詳
細
な
個
別
的
研
究
に
つ
い
て
は
、
別
所
弘
淳
師
著
［
二
〇
一
七
］
な
ら
び
に
駒
井
信
勝
師
著
［
二
〇
一
七
］
等
に
譲
り
た
い
。

ま
た
、
そ
の
他
の
各
作
法
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
、
本
稿
に
お
け
る
目
的
で
あ
る
現
行
『
作
法
集
』
成
立
の
経
緯
な
ら
び
に

全
体
構
造
の
把
握
と
し
て
、
実
際
に
現
行
『
作
法
集
』
に
収
録
さ
れ
る
各
作
法
の
典
拠
を
一
つ
ず
つ
整
理
し
て
い
き
た
い
。
現
行
『
作

法
集
』
収
録
の
諸
作
法
は
別
伝
の
霊
供
作
法
を
採
用
し
て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
す
べ
て
昭
和
三
一
年
版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
ま
ず
こ
こ
で
は
昭
和
三
一
年
版
と
『
秘
鈔
』「
作
法
集
」
を
除
い
た
先
の
六
種
類
の
聖
教
に
収
録
さ
れ
る
諸
作
法
を
対
照
さ

せ
た
も
の
が
【
表
１
】
で
あ
る
。

【
表
１
】「
昭
和
三
一
年
版
『
作
法
集
』
収
録
各
作
法
の
典
拠
対
照
」

昭
和
三
一
年
版

五
四
帖

切
紙

十
結

抜
次
第

五
〇
通

現
行

手
水
作
法

四
五
六

三

下

袈
裟
衣
加
持

三

下
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沐
浴
作
法

四
五
八

下

隠
所
作
法

四
六
八

三

一
四
（
三
三
）

下

食
時
作
法

四
七
〇

五

下

鉢
作
法

四
七
一

五

九
（
三
三
）

眠
臥
作
法

四
六
四

三

下

阿
字
観
略
作
法

三
〇
（
三
三
）

下

阿
字
観
略
作
法

三
〇
（
三
三
）

下

立
座
作
法

四
八
八

五

一
二
（
一
七
）

下

行
法
中
言
説
作
法

下

印
仏
作
法

四
六
七

下

作
壇
作
法

四
九
二

下

破
壇
作
法

四
九
三

下

加
持
土
砂
導
師
作
法

四
六
三

七
〇
八

要
訣
下

下

土
公
供
作
法

四
八
七

要
訣
中

下

地
鎮
々
壇
行
法
次
第

要
訣
中

下

神
供
作
法

下

御
遷
座
作
法

七
〇
七

要
訣
中

下
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入
出
仏
作
法

下

後
夜
念
誦
作
法

一

一
二
（
三
三
）

下

施
餓
鬼
法

要
訣
下

上

施
餓
鬼
一
印
法

六
九
七

五

七
（
三
三
）

上

水
施
餓
鬼
法

七
（
三
三
）

施
餓
鬼
略
作
法

八
（
三
三
）

上

内
護
摩

四
八
〇

七
二
一

請
布
施
大
事

三

下

開
眼
作
法

六
九
四

三

開
眼
之
大
事

三

一
五
（
三
三
）

上

古
仏
修
覆
撥
遣
勧
請
大
事

六
九
四

三

一
六
（
三
三
）

上

流
灌
頂
供
養
作
法

要
訣
下

上

護
符
認
作
法

妊
婦
帯
加
持

四
五
四

四
（
一
七
）

産
児
浴
湯
加
持

四
五
五

六

四
（
一
七
）

病
者
加
持

四

霊
供
作
法

五

一
〇
（
三
三
）

上
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引
導
作
法

八

三
（
三
三
）

上

秘
密
引
導
作
法

六
九
五

上

葬
送
迹
祓
作
法

八

上

易
壇
作
法

九
（
宮
野
）

新
墓
所
作
法

九
（
宮
野
）

上

古
廟
移
作
法

九
（
宮
野
）

上

臨
終
大
事

八

上

自
身
引
導
大
事

八

四
（
三
三
）

日
率
都
婆
加
持
作
法

三

除
夜
心
経
会
作
法

二

引
念
誦

五

二
九
（
三
三
）

除
魔
大
事

一
九
（
三
三
）

通
諸
経
之
大
事

四

越
三
昧
大
事

五

鐘
供
養
式

放
生
会
作
法

放
生
作
法

下
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出
家
略
作
法

要
訣
上

五
四

一
五

七

二
八

七

一
八

三
五

　

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
三
一
年
版
で
は
、
全
体
で
五
四
種
類
の
作
法
を
収
録
し
、
先
の
六
種
類
の
聖
教
を
典
拠
と
し
て
い
る
作
法
は

五
四
帖
か
ら
は
一
五
種
類
、「
切
紙
」
か
ら
は
七
種
類
、『
十
結
』
か
ら
は
二
八
種
類
、『
抜
次
第
』
か
ら
は
七
種
類
、『
三
三
通
』
な

ら
び
に
『
一
七
通
』
を
合
わ
せ
た
『
五
〇
通
』
か
ら
は
一
八
種
類
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
過
半
数
を
『
十
結
』
か
ら
典
拠
と
し
て

求
め
る
こ
と
が
で
き
、
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
第
三
結
収
録
の
行
住
坐
臥
の
四
威
儀
に
関
わ
る
日
常

生
活
に
用
い
ら
れ
る
作
法
と
第
八
結
収
録
の
引
導
大
事
を
中
心
と
し
た
葬
送
儀
礼
に
関
す
る
諸
作
法
を
主
に
採
用
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
し
て
、
現
行
『
作
法
集
』
に
お
い
て
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
諸
作
法
は
、
妊
婦
帯
加
持
や
産
児
浴
湯
加
持
、
病
者
加
持
と

い
っ
た
亡
者
、
神
仏
を
対
象
と
し
た
作
法
で
は
な
く
、
主
に
生
者
で
あ
る
個
人
を
対
象
と
し
た
加
持
祈
祷
を
目
的
と
し
た
諸
作
法
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
が
、
編
纂
当
時
、
時
代
が
経
過
す
る
に
つ

れ
、
一
般
社
会
に
お
け
る
価
値
観
の
変
容
に
伴
い
民
間
信
仰
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
付
加
さ
れ
た
た
め
に
修
す
る
機
会
が
著
し
く
減
少
し

た
作
法
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

五　

現
行
『
作
法
集
』
収
録
各
作
法
の
典
拠

　

前
項
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
一
年
版
と
六
種
類
の
聖
教
の
典
拠
の
対
照
を
行
っ
た
が
、
そ
の
他
、
現
行
『
作
法
集
』
に
お
い
て
、

易
壇
作
法
、
新
墓
所
作
法
、
古
廟
移
作
法
の
埋
葬
に
関
す
る
三
種
類
の
作
法
は
、
藤
井
版
か
ら
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
宮

野
宥
智
師
編
［
一
九
二
三
］
の
第
九
結
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
行
法
中
言
説
作
法
に
つ
い
て
も
塚
本
賢
曉
師
編
［
一
九
二
三
］
の
五
四
帖
本
文
か
ら
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、

動
潮
伝
『
三
宝
院
幸
心
方
伝
授
手
鑑
』
所
収
「
作
法
集
伝
授
手
鑑
」（
以
下
、「
五
四
帖
手
鑑
」）
収
録
の
行
法
中
間
立
座
作
法
に
お

い
て
、

　

師
因
ニ
伝
云
〈
出
二
開
心
秘
決
一
元
祖
伝
也
印
融
ニ
引
〉
行
法
ノ
中
間
有
リ二
要
語
一
舌
ノ
上
ニ
観
二
曾
字
一
成
火
焔
焼
二
浄
雑
語
一

（
７
）

　

と
の
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
内
容
は
、
頼
乗
房
印
融
（
一
四
三
五
～
一
五
一
九
）
の
『
作
法
集
口
決
』
の
説
に
よ
れ
ば
、

憲
深
説
『
開
心
秘
決
』
に
「
舌
の
上
に
曾
字
を
観
じ
た
後
に
言
説
に
い
た
る
」
と
い
う
意
趣
の
作
法
が
説
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

本
文
参
照
を
す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
の
で
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
整
理
か
ら
今
一
度
、
現
行
『
作
法
集
』
収
録
の
各
作
法
の
典
拠
を
整
理
し
た
い
。
先
の
【
表
１
】
に
お
い
て
す
で

に
提
示
し
た
情
報
の
再
録
で
は
あ
る
が
、
現
行
『
作
法
集
』
に
お
い
て
は
諸
作
法
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
、
採
用
さ
れ
て
い

な
い
作
法
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
情
報
を
整
理
し
た
も
の
が
【
表
２
】
で
あ
る
。

【
表
２
】「
現
行
『
作
法
集
』
収
録
各
作
法
の
典
拠
対
照
」

現
行
『
作
法
集
』

三
一
年
版

五
〇
通

抜
次
第

十
結

切
紙

五
四
帖

そ
の
他

引
導
作
法

八
二

三
（
三
三
）

八

秘
密
引
導
作
法

九
三

六
九
五

開
眼
大
事

六
八

一
五
（
三
三
）

三

六
九
四

古
仏
修
覆
撥
遣
勧
請
大
事

七
〇

一
六
（
三
三
）

三

六
九
四
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修
覆
以
後
勧
請

七
一

三

六
九
四

霊
供
作
法
（
一
）

一
〇
（
三
三
）

五

霊
供
作
法
（
二
）

八
一

五

施
餓
鬼
法

四
五

八
（
三
三
）

要
訣
下

施
餓
鬼
一
印
法

五
一

七
（
三
三
）

五

六
九
七

施
餓
鬼
略
作
法

五
四

六
九
八

流
灌
頂
供
養
作
法

七
二

要
訣
下

葬
送
迹
祓
作
法

九
五

八

新
墓
所
作
法

九
七

九
（
宮
野
）

古
廟
移
作
法

一
〇
一

九
（
宮
野
）

臨
終
大
事

一
〇
三

一
（
三
三
）

八

六
九
五

土
公
供
作
法

一
六

要
訣
中

四
八
七

地
鎮
々
壇
合
作
法

二
一

要
訣
中

御
遷
座
作
法

三
八

要
訣
中

七
〇
七

入
出
仏
作
法

四
一

大
師
一

加
持
土
砂
略
作
法

一
五

要
訣
下

七
〇
八

四
六
三

神
供
作
法

三
四

薄
初
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印
仏
作
法

一
二

四
六
七

作
壇
作
法

一
二

四
九
二

破
壇
作
法

一
三

四
九
三

立
座
作
法

一
一

一
二
（
一
七
）

五

四
八
八

行
法
中
言
説
作
法

一
一

五
四
帖
手
鑑

請
布
施
大
事

六
〇

三

放
生
作
法

一
二
二

豊
山

阿
字
観
略
作
法

九

三
〇
（
三
三
）

後
夜
念
誦
作
法

四
四

一

七
〇
一

手
水
作
法

一

三

四
五
六

袈
裟
衣
加
持

二

三

沐
浴
作
法

三

四
五
八

隠
所
作
法

四

三

四
六
八

食
時
作
法

五

五

眠
臥
作
法

八

五

四
六
五

三
六

三
五

九

六

一
九

一
〇

一
〇

三

　

以
上
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
現
行
『
作
法
集
』
収
録
の
全
三
六
種
類
の
う
ち
、
五
四
帖
か
ら
は
一
〇
種
類
、「
切
紙
」
か
ら
は
一
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〇
種
類
、『
十
結
』
か
ら
は
一
九
種
類
、『
抜
次
第
』
か
ら
は
六
種
類
、『
三
三
通
』
か
ら
は
八
種
類
、『
一
七
通
』
か
ら
は
一
種
類
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
現
行
『
作
法
集
』
に
お
い
て
も
半
数
以
上
を
『
十
結
』
か
ら
の
採
用
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
現

行
『
作
法
集
』
に
お
い
て
も
中
心
的
位
置
を
占
め
る
聖
教
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
一
七
通
』
か
ら
の
採
用
は
立
座
作
法

の
一
種
類
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
先
の
六
種
類
の
聖
教
の
他
の
聖
教
を
典
拠
と
す
る
作
法
は
四
種
類
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
四
種
類
の
聖
教
を
あ
げ
る
な

ら
ば
、
先
に
示
し
た
行
法
中
言
説
作
法
の
「
五
四
帖
手
鑑
」
の
他
に
、
神
供
作
法
、
入
出
仏
作
法
、
放
生
作
法
の
三
種
類
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
神
供
作
法
に
つ
い
て
髙
井
観
海
師
著
［
一
九
五
三
］、
布
施
浄
慧
師
著
［
一
九
七
七
］
に
よ
れ
ば
、

成
賢
編
『
薄
双
紙
』
初
重
に
収
録
さ
れ
る
神
供
作
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
す
る（
８
）。

　

次
に
、
入
出
仏
作
法
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、『
要
法
授
訣
鈔
』
の
遷
座
作
法
の
記
述
を
み
る
と
「
入
仏
の
作
法
は
遷
座
に
准
ず
べ

し（
９
）」

と
あ
る
の
で
『
抜
次
第
』
に
一
応
典
拠
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
が
、
昭
和
三
一
年
版
、
現
行
『
作
法
集
』
と
も

に
御
遷
座
作
法
と
は
別
意
趣
の
作
法
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
典
拠
が
明
確
で
は
な
い
。
そ
こ
で
参
考
資
料
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の

に
布
施
浄
戒
師
編
『
作
法
集
』
第
一
輯
が
あ
り
、
こ
こ
に
入
出
仏
作
法
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
布
施
浄
戒
師
が
川
崎
大
師
平

間
寺
に
お
け
る
事
相
講
習
会
の
た
め
に
編
纂
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
残
念
な
が
ら
奥
付
を
欠
く
た
め
発
行
年
が
不

明
で
あ
る
。
そ
こ
で
野
沢
隆
幸
師
他
編
［
一
九
九
九
］
な
ら
び
に
智
山
年
表
編
纂
室
編
［
二
〇
〇
九
］、
田
村
宗
英
師
著
［
二
〇
一
六
］

を
確
認
し
た
が
管
見
で
は
こ
の
事
相
講
習
会
の
開
催
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
事
相
講
習
会
の
開
催
年
月
日
が
昭
和
三

一
年
以
前
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
入
出
仏
作
法
が
昭
和
三
一
年
版
に
収
録
さ
れ
る
兆
し
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
典
拠
に
つ

い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
放
生
作
法
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
同
様
に
先
の
六
種
類
の
聖
教
か
ら
は
管
見
で
は
見
出
せ
な
い
。
こ
ち
ら
も
参
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考
資
料
と
し
て
守
山
聖
眞
師
編
［
一
九
二
七
］
が
あ
る
。
こ
こ
に
放
生
法
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
真
言
宗
豊
山
派
は
、
大
伝
法
院
流

を
法
流
と
し
て
い
る
た
め
、
た
だ
ち
に
こ
れ
を
典
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
守
山
聖
眞
［
一
九
二
七
］
は
昭
和
三
一
年
版
と

収
録
作
法
が
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
先
の
六
種
類
の
聖
教
の
他
の
聖
教
を
典
拠
と
す
る
作
法
に
つ
い
て
も
考
究
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。

六　

隆
誉
と
『
諸
大
事
十
結
』

　

現
行
『
作
法
集
』
成
立
の
経
緯
と
し
て
、
そ
の
前
提
に
昭
和
三
一
年
版
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
し
て
昭
和
三
一
年
版
編
纂
に
用
い
ら
れ
た
聖
教
六
種
類
に
つ
い
て
も
み
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
本
稿
で
は
、
も
っ
と
も
多
く
の
作

法
の
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
隆
誉
の
『
十
結
』
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

　

編
纂
者
で
あ
る
隆
誉
の
伝
記
研
究
は
布
施
浄
慧
師
著
［
一
九
八
八
］、［
一
九
九
〇
］
に
詳
し
い
が
、
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、『
六
波

羅
蜜
寺
結
縄
伝
』
の
記
述
と
し
て
、

　

第
十
七
世
隆
誉
法
印
伝

師
諱
は
隆
誉
、
字
は
慈
雲
。
洛
陽
の
産
、
田
原
氏
な
り
。
承
応
〈
癸
巳
〉
六
月
八
日
生
れ
。
真
福
寺
隆
鑁
法
印
の
甥
な
り
。（
原

文
漢
文
体）

1（
（

）

　

と
い
う
記
述
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
師
僧
と
し
て
瀧
谷
寺
中
興
開
山
慶
範
（
一
六
三
六
～
一
六
九
九
）
を
あ
げ
ら
れ
、
弟
子

と
し
て
は
智
積
院
第
一
五
世
岳
泉
房
亮
範
（
一
六
七
〇
～
一
七
三
九
）
や
智
積
院
第
一
七
世
琳
珊
房
龍
天
（
一
六
七
七
～
一
七
六
二
）

の
可
能
性
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

　

そ
し
て
、
隆
誉
の
著
作
と
し
て
は
、
先
に
あ
げ
た
『
十
結
』、『
抜
次
第
』、『
要
法
授
訣
鈔
』
の
他
に
幸
心
流
の
行
法
次
第
の
口
訣
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書
で
あ
る
『
四
度
幸
聞
記
』
四
巻
、『
伝
法
灌
頂
幸
聞
記
』
三
巻
等
の
一
連
の
『
幸
聞
記
』
類
、
ま
た
、『
十
結
』
の
伝
授
に
つ
い
て

の
口
訣
書
と
し
て
『
諸
大
事
口
訣
』
二
巻
を
著
し
て
お
り
、
ま
た
『
法
要
諸
役
軌
則
』
一
巻
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
十
結
』
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、「
い
さ
さ
か
玉
石
混
淆
の
嫌
あ
り
と
い
え
ど
も
、
実
際
に
は
至
極
便
利
な
も
の
で
あ
る）

11
（

」
と
さ

れ
る
も
の
の
「『
十
結
』
の
よ
う
に
玉
石
混
淆
と
片
付
け
ら
れ
て
し
ま
う
作
法
大
事
は
大
方
の
人
々
か
ら
は
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る）

12
（

」
作
法
を
伝
え
る
重
要
な
聖
教
と
い
え
る
。

　

ま
た
『
十
結
』
は
、
宮
野
宥
智
師
編
［
一
九
二
七
］
や
稲
谷
祐
宣
師
編
［
一
九
八
二
］、［
一
九
八
八
］
等
か
ら
高
野
山
等
に
お
い

て
も
広
く
流
布
し
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
髙
井
観
海
師
著
［
一
九
五
三
］
に
採
用
す
る
巻
数
と
異
同
は
あ
る
も
の

の
、
藤
井
版
と
同
様
な
巻
数
で
あ
る
吉
祥
院
所
蔵
本
を
底
本
と
し
て
布
施
浄
慧
師
著
［
一
九
九
〇
］、
布
施
浄
明
師
編
［
二
〇
〇
三
］

は
解
説
を
施
し
て
い
る
。

七　

ま
と
め

　

以
上
、
本
宗
に
用
い
ら
れ
る
現
行
『
作
法
集
』
収
録
各
作
法
の
典
拠
を
整
理
す
る
た
め
に
、
幸
心
流
に
伝
わ
る
『
作
法
集
』
の
基

本
的
立
場
を
確
認
し
、
現
行
『
作
法
集
』
成
立
の
経
緯
を
み
て
き
た
。
現
行
『
作
法
集
』
が
成
立
す
る
ま
で
に
は
、
昭
和
三
一
年
版

が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
編
纂
に
は
幸
心
流
で
重
要
視
さ
れ
る
七
種
類
の
聖
教
を
も
と
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

し
て
、
実
際
は
そ
の
大
半
を
『
十
結
』
が
占
め
て
お
り
、
そ
の
他
、
五
四
帖
、「
切
紙
」、『
抜
次
第
』、『
三
三
通
』、『
一
七
通
』
が

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
み
で
は
な
く
、
他
の
聖
教
を
典
拠
と
す
る
作
法
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
典
拠
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、『
十
結
』
や
『
抜
次
第
』
と
い
っ
た
現
行
『
作
法
集
』
成
立
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
聖
教
を
編
纂
し
た
隆
誉
の
伝
記
な
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ら
び
に
著
作
研
究
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
本
宗
に
相
承
さ
れ
て
い
る
幸
心
流
の
研
究
が
同
時
に
進
展
す
る
こ
と
が
多

大
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
『
作
法
集
』
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
各
作
法
の
成
立
事
情
は
す
べ
て
異
な
り
、
本
軌
と
な
る
経
典
・
儀
軌
等
に
立
ち
返

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
古
代
イ
ン
ド
由
来
の
儀
礼
や
中
国
成
立
の
儀
礼
等
も
含
ま
れ
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る
古
代
・
中
世
か
ら

近
世
に
か
け
て
の
同
時
代
的
な
民
族
・
風
習
に
関
す
る
研
究
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
真
言
事
相
諸
流
に
相
承
さ
れ
る
聖
教
や
諸
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
る
諸
写
本
に
よ
っ
て
印
相
や
真
言
、
観
想
の
異
同
等
の
相

違
点
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
精
査
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
『
作
法
集
』
の
研
究
を
進
展
さ
せ
、

今
後
、
真
言
行
者
と
し
て
実
際
に
修
法
す
る
際
に
有
益
な
解
説
を
施
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
諸
尊
法
と
い
っ
た
行
法
や
諸
作
法
・
次
第
等
の
事
相
研
究
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
の
成
立
根
拠
、
縁
起
や
由
来
、
原
初
形
態

を
模
索
す
る
こ
と
が
研
究
の
本
義
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
現
行
の
次
第
の
成
立
経
緯
と
い
う
現
状
を
把
握
し
、
時
代
的
に
も
っ
と

も
降
っ
た
典
拠
と
な
る
聖
教
を
把
握
し
、
最
終
形
態
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
問
題
点
を
整
理
す
る
こ
と
が
研
究
の
第
一

歩
と
な
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

略
号
一
覧

・
布
施
浄
戒
師
編
『
作
法
集
』
第
一
輯
、
川
崎
大
師
平
間
寺
、
事
相
講
習
会

・
駒
井
信
勝
師
著
［
二
〇
一
七
］「『
作
法
集
』
所
収
の
印
仏
作
法
に
つ
い
て
」

『
現
代
密
教
』
第
二
八
号
、
智
山
伝
法
院
刊
行
予
定

・
別
所
弘
淳
師
著
［
二
〇
一
七
］「『
作
法
集
』
所
収
「
地
鎮
々
壇
合
作
法
」

に
お
け
る
一
、
二
の
問
題
」『
現
代
密
教
』
第
二
八
号
、
智
山
伝
法
院
刊

行
予
定

・
田
村
宗
英
師
著
［
二
〇
一
六
］「『
智
山
年
表
［
近
現
代
編
］』
か
ら
の
語
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彙
と
用
例
採
取
に
つ
い
て
―
「
講
義
・
講
伝
・
伝
授
」
―
」『
現
代
密
教
』

第
二
七
号
、
智
山
伝
法
院

・
智
山
伝
法
院
編
［
二
〇
一
五
］『
智
山
の
真
言
③
―
胎
蔵
界
念
誦
次
第
に

お
け
る
真
言
の
解
説
―
』
智
山
伝
法
院
選
書
一
七

・
智
山
伝
法
院
編
［
二
〇
一
二
］『
智
山
の
真
言
②
―
金
剛
界
念
誦
次
第
に

お
け
る
真
言
の
解
説
―
』
智
山
伝
法
院
選
書
一
六

・
智
山
伝
法
院
編
［
二
〇
一
〇
］『
智
山
の
真
言
―
常
用
経
典
に
お
け
る
真

言
の
解
説
―
』
智
山
伝
法
院
選
書
一
五

・
智
山
年
表
編
纂
室
編
［
二
〇
〇
九
］『
智
山
年
表
［
近
現
代
編
］』
真
言
宗

智
山
派
宗
務
庁

・
布
施
浄
明
師
編
［
二
〇
〇
三
］『
平
成
版　

真
言
祈
祷
体
系
Ⅰ　

諸
大
事

十
結
』
四
季
社

・
智
山
講
伝
所
編
［
二
〇
〇
一
］『
秘
鈔
』
総
本
山
智
積
院

・
布
施
浄
慧
師
著
［
二
〇
〇
〇
］
高
野
山
真
言
宗
肥
前
青
年
教
師
会
結
成
十

五
周
年
記
念
出
版
『
諸
大
事
十
結
解
説
』
高
野
山
真
言
宗
肥
前
青
年
教
師

会
・
野
沢
隆
幸
師
他
編
［
一
九
九
九
］『
平
成
九
年
開
創
八
百
七
十
年
記
念　

川
崎
大
師
平
間
寺
近
現
代
史
』
大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺

・
田
中
悠
文
師
著
［
一
九
九
九
］「
作
法
集
を
点
検
す
る
（
一
）」『
智
山
ジ

ャ
ー
ナ
ル
』
第
九
号
、
智
山
教
化
セ
ン
タ
ー

・
布
施
浄
慧
師
著
［
一
九
九
八
］「
隆
誉
法
印
に
つ
い
て
」
佐
藤
隆
賢
博
士

古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
『
仏
教
教
理
・
思
想
の
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林

・
稲
谷
祐
宣
師
編
［
一
九
八
八
］『
真
言
秘
密
加
持
集
成
』
東
方
出
版
、［
二

〇
〇
八
］
二
刷

・
布
施
浄
慧
師
著
［
一
九
九
二
］「
三
宝
院
流
報
恩
院
方
相
承
『
作
法
集
』

本
文
と
口
訣
書
の
資
料
対
照
及
加
注
（
一
）」『
仏
教
文
化
論
集
』
第
六
輯
、

川
崎
大
師
教
学
研
究
所
編

・
稲
谷
祐
宣
師
編
［
一
九
八
二
］『
真
言
宗
実
践
双
書
』
第
八
巻
、
大
蔵
舎
、

［
一
九
八
三
］
再
版

・
布
施
浄
慧
師
著
［
一
九
八
一
］「
作
法
集
に
つ
い
て
」『
仏
教
文
化
論
集
』

第
三
輯
、
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
編

・
布
施
浄
慧
師
著
［
一
九
七
七
］「
作
法
集
に
つ
い
て
」『
仏
教
文
化
論
集
』

第
二
輯
、
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
編

・
布
施
浄
慧
師
著
［
一
九
七
五
］「
作
法
集
に
つ
い
て
」『
仏
教
文
化
論
集
』

第
一
輯
、
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
編

・『
智
山
全
書
』
第
九
巻
［
一
九
六
五
］
智
山
全
書
刊
行
会

・
髙
井
観
海
師
著
［
一
九
五
三
］『
密
教
事
相
大
系
―
三
宝
院
憲
深
方
を
基

調
と
し
て
―
』
藤
井
佐
兵
衛
、［
二
〇
〇
二
］
改
訂
版

・
宮
野
宥
智
師
編
［
一
九
二
七
］『
加
持
祈
祷　

真
言
秘
密
諸
大
事
全
集
』

松
本
日
進
堂
本
店

・
守
山
眞
聖
師
編
［
一
九
二
七
］『
新
義
真
言
宗
豊
山
派　

作
法
集
』
新
義

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所　

教
学
部
、［
一
九
三
四
］
訂
正
三
版

・
塚
本
賢
曉
師
編
［
一
九
二
三
］『
国
訳
密
教
』
事
相
第
三
、
国
訳
密
教
刊

行
会

註（
１
）
髙
井
観
海
師
著
［
一
九
五
三
］、
五
九
三
頁
。

（
２
）
霊
供
作
法
（
一
）、（
二
）
を
一
つ
に
数
え
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
分
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け
て
三
六
種
類
と
数
え
る
。

（
３
）
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
発
行
『
宗
報
』
第
一
八
九
号
（
昭
和
四
一
年

（
一
九
六
六
）
四
月
号
）、
一
四
頁
。

（
４
）
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
発
行
『
宗
報
』
第
八
八
号
（
昭
和
三
一
年
（
一

九
五
六
）
一
〇
月
号
）、
五
頁
。

（
５
）
稲
谷
祐
宣
師
編
［
一
九
八
八
］、
五
〇
〇
頁
、
上
段
。

（
６
）
髙
井
観
海
師
著
［
一
九
五
三
］、
六
二
三
～
六
二
四
頁
。

（
７
）
動
潮
伝
『
三
宝
院
幸
心
方
伝
授
手
鑑
』
所
収
「
作
法
集
伝
授
手
鑑
」

（『
智
山
全
書
』
第
九
巻
、
六
八
〇
頁
、
上
段
）

（
８
）
髙
井
観
海
師
著
［
一
九
五
三
］、
四
一
二
頁
、
布
施
浄
慧
師
［
一
九

八
一
］、
一
〇
九
～
一
一
〇
頁
。

（
９
）
隆
誉
編
『
要
法
授
訣
鈔
』
巻
中
（
稲
谷
祐
宣
師
編
［
一
九
八
八
］、

二
四
二
頁
、
上
段
）

（
1（
）
吉
祥
院
所
蔵
『
六
波
羅
蜜
寺
結
縄
伝
』（
布
施
浄
慧
師
著
［
二
〇
〇

〇
］、「『
十
結
』
伝
授
講
録
／
序
に
か
え
て
」
二
頁
）

（
11
）
髙
井
観
海
師
著
［
一
九
五
三
］、
六
二
五
頁
。

（
12
）
布
施
浄
慧
師
著
［
二
〇
〇
〇
］、「『
十
結
』
伝
授
講
録
／
序
に
か
え
て
」

三
頁
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　

作
法
集　

秘
鈔　

五
十
四
帖　

三
宝
院
幸
心
方
伝
授
手
鑑　

諸
切
紙
口
決

　

諸
大
事
十
結　

三
十
三
通
印
信　

十
七
通
印
信　

五
十
通
印
信

　

抜
次
第　

幸
心
流　

成
賢　

賢
深　

動
潮　

隆
誉　

布
施
浄
戒


